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諸般の事情により、当協議会報掲載のイベント、講座等が中止、
または延期になる場合があります。最新情報は必ず当ホームページでご確認ください。
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源平桃
（成田東4丁目）

ソメイヨシノ
（善福寺川緑地公園）

ろうばい
（梅里中央公園）

うめ
（馬橋稲荷神社）



新年早々、能登半島を震源とした大地震が発生しました。災害に
対する備えは十分すぎることは無いと思います。防災マップの再確
認や、家具固定、非常食の蓄えなどはされましたか。

昨年当協議会では、“防災・減災まちづくり2023”講座を開催しま
した。「自宅に帰って家族とも話し合ってみたい」「初期消火の大
切さ、避難ばかり考えていたけれど、火を出さない、消火すること
で助かる命が多いと思いました。」等のご感想をいただきました。

その中で、「食料、飲料水などの備蓄はも
ちろんですが、簡易トイレも準備しておく
必要がある、人は一日5回程度トイレに行
く、一週間分は準備しておくこと」が印
象に残りました。つまり一人当たり35回分
準備しておく、3人家族ならば105回分！

阿佐谷地域区民センター屋上は、けやき公園の屋上部となっていて、
地上部のけやき公園と行き来ができます。その南東側が電車テラスと名づ
けられ、行きかう列車を間近に見ることができます。

晴れた日には、お子さん連れの家族や、学校帰りの鉄道好きな学生さん
も撮影にいそしんでいる姿も。

目の前の中央線の線路やスカイツリー等を見ることができますよ。

しばし鉄道ファンになってみませんか。
屋上からは透明なガラス越しに見ることができます。

いつもピカピカに磨かれています。

あらためて
災害に対する備えを

阿佐谷けやき公園から見る中央線

天気の良い日に
ウオッチングを楽しみましょう

JR東日本アプリで列車位
置が判ります。「もうすぐ
〇〇行きがくるよ」等と教
えてあげると株を上げること
請け合いです

屋上からは新宿方面を見ることが
できます。一番手前の線路には中
央線上り方面の快速列車等が走
ります。（急行線と言います）左か
ら2番目が同線下りです。土日祝
日は阿佐ケ谷駅を通過するので、
目の前を通るスピードが若干違う
かもしれません。
肌で感じてくださいね。

編者はさっそく買い増しに走りました。
水は3リットル/日（飲用と炊事用）なので3日で9リットル、一週間で21リットルの計算です。



杉並区を南北に走るコミュニティ
バスです。けやき路線（JR阿
佐ケ谷駅前～京王井の頭線浜
田山駅）、さくら路線（京王井の
頭線浜田山駅南～京王線下高
井戸駅入口）、かえで路線（JR
西荻窪駅～京王線井の頭線久
我山駅）があります。

大人、子ども共100円です。パス
モ、スイカ等は使えますが、シル
バーパスは使えません。大きな道
から、思いがけない道を走ります。
街歩きにちょっと乗車してみては
いかがですか。

次号以降でけやき路線沿線の紹
介をしたいと思います。

「杉並に南北をつなぐバスを」と、
ある意味その当時50万区民の悲
願でありました。1999年4月に土
木職の担当課長の下、二人の係
長と職員二人計5人のプロジエクト
チームが発足。決められた決勝点
2000年11月には阿佐ケ谷と浜田
山をつなぐコミュニティバスを走らせるのがこのチームの使命でした。

警視庁・国土交通省を交えた、運行経路の決定。そして運行事業者の選定、バス
の運行システムの決定、バス停の折衝、バスの購入、バスの魅力づくり、バス路線
近隣住民説明会等、さらには両起終点の商店街の理解等一つ一つの課題をクリアし
て、2000年11月27日に阿佐ケ谷駅で開通式。当時作家のねじめ正一さんの奥様
の司会で無事開通式を挙行、45年の現役生活で仕事を通して初めて涙しました。

バスの魅力づくりの一つとして作成したすぎ丸チョロQは1時間で9000個があっという間に完売しました。

のちにこんな手紙が区に寄せられました。「このバスは杉並区政の大ヒットです」「歩くか自転車で行くしかなかった阿佐ケ谷、
浜田山に簡単に行ける。料金が安い。車内がアットホーム。運転手が親切、丁寧、渋滞がなく、運行がスムーズ。にわか雨の
日は傘まで用意してある。これで区税の払いがいがあるというものです。」

運行3年半で黒字化を達成。コミュニティバスの黒字化はほとんど例がなく、すぎ丸とムーバス（武蔵野市）くらいだと思います。

この路線、お百度参りのように、毎日どれだけこの道を歩いたかわかりません。

最初は反対していた商店街にも足しげく通いました。思い出深いエピソードを一つ。当時、商店会長の中華料理店に何度も足し
げく通った結果、最初はなかなかご理解をいただけませんでしたが、最後は頼んでもいない餃子が出てきたときには勝ったと思い
ました。つまりそこの地域の人たちの信頼を得ることが最も大事だということです。

区民に愛され、信頼されるすぎ丸、現在累計で2000万人（2022年6月現在）を超える方々が利用されております。

すぎ丸チョロＱ

髙沢正則氏より寄稿いただきました（当時 杉並区都市整備部交通対策課主査／
現 阿佐谷地域区民センター協議会 事務局長）。

すぎ丸の走る道

杉並に南北をつなぐバスを

杉並区HPより



2023年11月22日 2023年11月30日

2024年1月28日

2023年12月2日

杉並清掃工場見学 地域懇談会

第９回 阿佐谷子ども音楽祭2023 ～みんな一緒に、楽器を鳴らそう！～　

クラシック音楽講座 「大田黒元雄と名演奏家たち 」

compose R E P O R T

「杉並清掃工場見学」講座に25
名が参加されました。
工場開設の歴史や施設の概要
についてのビデオを見た後、各
焼却工程を見学しました。
大量のゴミを日々焼却し、20分
の1の体積の灰にまで処理する
過程を見て、ゴミの分別や減量
の重要性を再確認しました。

地域懇談会が阿佐谷地域区民セン
ターで開催されました。町会、学校、
介護関係等から、38名の方に参加
頂きました。

「地域貢献について」というテーマ
のもと、グループ別協議を行い、各
団体の活動内容や課題を話し合い
ました。活動の発展のために相互
理解を深める良い契機となりました。

楽器づくりと演奏体験、午前と午後で計8クラスを行いました。
天候にも恵まれ、子どもだけで123名、付き添いの大人も加
わり盛況でした。親子で本物の楽器に触れ生の音楽体験を一
緒に楽しみ、講師の先生方ともすてきな時間を共有できました。
笑顔があふれる1日となりました。

大田黒元雄の生誕130年を記念して、小笠原吉秀氏（音楽教育家）を講師に開催しました。大田黒氏は、
その頃来日した海外音楽家たちを荻窪の自邸に招いたりしました。そのゆかりの人たちの演奏を蓄音器と
当時のレコードで再現、たっぷり聞かせていただきました。日本のクラシック音楽の初期ともいえる大正
時代を偲ぶことができました。大田黒公園にあるスタインウェイを実際に演奏したことのあるピアニストの
方も出席するなど、大盛況でした。

【お詫び 】  319号ジャズストリート応援ライブの報告で、ギタリストのお名前は正しくは「浅利史花氏 」でした。お詫びして訂正いたします。

弦楽器を弾いてみよう ドラムサークルを楽しもう ハンドベルを奏でよう

ホースで管楽器づくり
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　	 イベント・講座

【休館日】
　	 阿佐谷地域区民センター	
	 （毎月第2火曜日）
　	 梅里区民集会所
	 （毎月第3火曜日）
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阿佐谷地域区民センター協議会 〒166-0001 杉並区阿佐谷北1-1-1 telephone 03-5364-9903
梅里区民集会所 〒166-0011 杉並区梅里2-34-20 telephone 03-3317-3310

阿佐谷地域区民センター協議会報
令和6（2024）年3月1日発行  編集：広報部  部数：9,000部

講座・イベント名 定員 開催日時／場所 費用 内容／講師・出演者等 締切日

ロバート	キャンベル氏講演会
★　（手） 80名

令和6（2024）年4月27日（土）
14：00～16：00  阿佐谷地域区民
センター 2階 第1・2・3集会室

無料
「あなたなら、どんな言葉を残しますか？～『戦争語彙集』の声に耳を傾けて～」と題し、
昨年12月に出版された『戦争語彙集』の訳著者である講師にお話しをいただきます。
ロバート キャンベル氏（日本文学研究者、早稲田大学特命教授）

●往復はがき：令和6年4月5日（金）
必着 ●Web申し込み：当協議会
HPより3月15日（金）～4月5日（金）

幻のピアノをめぐる数奇な物語	
～ピアノ演奏と共に
★

25名
令和6（2024）年5月21日（火）
10：00～11：30
阿佐谷地域区民センター 2階 音楽室

無料
幻のピアノ「エラール」、１台は赤坂迎賓館に、別の１台は不遇な時代を経て新潟に
あります。このピアノに魅せられた講師が、その数奇な運命を紐解き「エラール」を
愛したベートーヴェンのソナタを演奏します。ピアニスト吉岡綾子氏（よしおか あやこ）

●往復はがき：令和6年5月7日（火）
必着 ●Web申し込み：当協議会
HPより4月15日（月）～5月7日（火）

★長寿応援対象事業です　（手）手話通訳を希望の方はその旨も書いて、同協議会または同協議会ホームぺージから申し込み

往復はがきでの申込方法
■ 往復はがき1枚につき1人1講座です。 希望講座・イベント名、住所、氏名、年齢、電話番号を明記し、返信の宛名欄に申込者の住所・氏名をご記入ください。
■ 送付先：阿佐谷地域区民センター協議会 〒166-0001杉並区阿佐谷北1-1-1 ［telephone 03-5364-9903］（往復はがきの記載方法はホームページをご覧ください）

講座・イベント案内 announcement阿佐谷地域区民センター協議会


